
第１４０号 平成２５年 ７月１２日（金）発行

日之影小学校 地域ネットワーク会 広報誌

７月７日（日）は日之影町の「教育の日」でした。本校でも、授業参観（食育

や心肺蘇生法の実習を含む）や学級懇談、水泳大会などを開催し、多くの参観者

に来校していただきました。当日は梅雨明け宣言後で晴天に恵まれ、大勢のお客

様の前でがんばって学習活動に取り組む子どもたちは真剣そのものでした。

午前中は国語や算数、家庭科、音楽など普段の授業の様子を参観していただき

ました。午後からは子どもたちが楽しみにしていた校内水泳大会でした。今年は

雨の影響を受けることもなく、練習を積み重ねることができました。大会本番で

はお客様の温かい拍手に背を押され、全員が持っている力を十二分に発揮して泳

いでいました。来年の教育の日には、もっともっと多くの方々のご来校を心より

お待ちしております。

子どもたちの様子をご覧いただいた後にアンケートを実施しました。そのアン
ケートの中で寄せられたご意見をいくつか紹介いたします。
○ 元気の良いあいさつができていた。あいさつは、よくなってきている。
○ 言葉遣いについては、子どもたちは大人、友達と使い分けができている。
大人の方が言葉遣いに気をつけるようにしたい。

○ 自習時間だったが、一生懸命に取り組む姿勢がよかった。
○ 分かりやすく、子どもたちのペースに合わせているので、みんながついて
いけてよい。

○ 少人数らしく、一人一人に目が届いていると思う。
○ 校内にはいろいろと掲示してあって、楽しく見ることができた。
● あいさつについては、集団のときは素晴らしいが、一人のときは少し躊躇
する子がいる。

今回いただいたご意見を参考にして、毎日の指導に生かしていきます。



７月９日（火）に３・４年生は、

古園棒術の練習をしました。講師と

して古園地区の赤星伸幸さんや赤星

みや子さんなど４名の皆さんが来校

され、練習をスタートさせました。

古園棒術は棒と長刀のようなもの

を手に持って踊ります。３年生は初

めてなので、手具の扱いが難しそう

でした。今後、練習を重ね、運動会

では立派な演技をしてくれるものと

思います。乞う、ご期待！

今回の「やまびこトーク」は、木下供美さんを講師としてお招きし、「自衛官」という
ご自身の体験を基に、人として生きていく上で大切なことを中心にお話をしていただき
ました。あいさつをすること、相手を尊重したり敬意を払ったりすることの重要性につ
いて話されましたが、子どもたちは真剣に聞き入っていました。

自然体験学習の一環として７

月１２日（金）に、元小原小横の

河川水泳場で川遊びを計画しま

した。小川平地区の公民館長さん

の津隈光男さんをはじめ、町建設

課、地元消防団、本校ＰＴＡ役員

さんなど多数の方々の協力を得

て、水泳場の整備をしていただき

ました。きれいになった水泳場を

見ていると感謝の気持ちでいっ

ぱいになりました。子どもたちの
喜ぶ顔が見えるようでした。

雨の中での作業になり

ましたが、とてもきれい

にしていただきました。


